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＜連絡事項＞

・本日と明日の２日間で第9回院内研修が予定となっています。

テーマ： 「　H20年度　水道光熱費の変遷　」
　　　　　～職場での使い方を意識していますか？～　
講　師：　関　彩乃（節約推進・物流管理委員会）
メモリアルホールにて行いますので、参加するようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 佐藤　惠圀様～2/25(水)、御本人様・PSW・SGMとの面談予定となっています。

　　　　　　　　　内容は、外出泊の多さと治療意志の関係、金銭管理や入院費支払いについてです。

・滝澤　久江様～義歯を支える右上奥の歯がかけている為、現在、義歯を付ける事が出来ずにおります。食事への不便さは見られていないようですが、かろうじて奥歯にて摂取出来ている状態です。

御家族様へ昨日連絡がつき、情報提供し歯科受診の了解得た為、本日医事Ｇへ予約入れています。

治療終了まで、食事の際は誤燕には十分注意し観察・確認していきましょう。

・蛯名　勝幸様～本日、日赤病院皮膚科を受診されています。

前回、右肘の腫脹の一部を取り、悪性かどうかの検査しており、本日結果を聞きに行かれています。
病名について確認してきて頂く事を伝え、落ち着いて外出する事できています。

病名：脂漏性角化症疑いとの診断との事ですが悪性も視野に入れ再度皮膚の一部を採取し検査を行っているとの事聞かれています。

内服として　セフゾンCap(100)3ｘ1　本日夕～　3日分

疼痛時　ロキソニン3Ｔ

ムコスタ3Ｔ　　3回分　処方されてきています。

2週間後に結果が分かるとの事で、次回3/10(火)9時～12時までの外出予定となっています。

皮膚組織採取部位の状態の観察をおこなっていきましょう。

＜田名部Ｄｒケースカンファ＞

・倉橋　生子様～最近、夕食の不食が目立ってきております。9日～22日までの間で8日間の夕食不食あります。

　　　　　　　　夕食が魚だから行かないだとか、スタッフが嫌だからとか、はっきりした理由について話す事ありません。

　　　　　　　　夕食前に間食されている話しも聞かれており、偏った食事になっている為、本日問診にて情報提供していく予定です。

　　　　　　　　また、自己服薬管理について自信のなさや不安の訴え聞かれていましたが、忘薬・誤薬のない事を評価しステップアップとして少しずつ始められるよう伝えてきたところ、「3～4日ぐらいから始めてみようか」と意思表示しています。併せて主治医情報提供していきます。

　　　　問診時：食事摂取については特に主治医より話しはありません。

摂取状況については今後も確認していき、不食目立つようであれば、本人様と話し合いを持つようにしていきましょう。

自己服薬管理に関して、現在も夜間の服薬時うまくなされていないと不安を話す事ありますが、自己服薬管理を行う事は了解されています。

本日より3日分、金曜日より4日分と管理していく事としています。引き続き、出来ている事の評価を伝え、忘薬・誤薬の無いように観察・確認を行っていきましょう。

・清水頭　翼様～2/21の外泊訓練では、決めた目標は行って来ることできております。御家族様より、保清面が多少気になった事の話し聞かれておりました。病棟では日課・プログラムへの参加状況も良く取り組めていますが、保清面の部分での介入が必要である為、担当スタッフは、「いつ・誰が・どのようにやるか」の具体的にプランを立て、介入・実施をおこなっていきましょう。

　　　　　　　　問診時主治医へ保清面についての情報提供していますが、2/26(木)の面談時に本人様と御家族様へ伝えていくとの事です。
・飯豊　信雄様～排泄状況について確認しています。2/10(火)に排便コントロールの為、アローゼン(0.5)1P　1ｘｖｄｓ　7日分臨時薬処方となっていましたが、この薬を飲んでから調子がよく、本日も普通便があったとの話されています。

　　　　　　　　排便状況が改善傾向にある為、引き続き同処方8日分臨時処方となり、以後定期となります。

　　　　　　　　引き続き、排便状況の確認をおこなっていきましょう。

また、問診時は現在作業でパズルをおこなっており｢難しい｣と話す事や、主治医との会話もスムーズであり内容に対しても的確な返答ができている状態でした。異常体験に左右された事による日課・プログラムへの支障等無いよう、観察・確認を行っていきましょう。

・菊地　明子様～2/10、夜間の睡眠改善を図る為服薬調整をおこなっておりましたが、深夜の中途覚醒あり睡眠の不安定さ、朝から午前中いっぱい重苦しさ、夕方からは動悸・不安感が出てきている事を話されています。

　　　　　　　　3/4(水)の定期薬処方より、日中(朝から)の眠気の軽減・夜間に集中して睡眠を取れるよう、服薬調整をおこなっていく事としています。

　　　　　　　　大きな問題として、本人様は今後の生活に関した不安感が強くありますが、身近な問題を表現できず解決に至っていません。訴える力を身につけていく事が必要であると思われます。“そうしてはいけない。話してはいけない。やらなくてはいけない。”等と思われる方ですので、自分の精神状態をスタッフにうまく伝えていけるよう、担当スタッフはケアプランに反映させ関わりをもっていきましょう。引き続き、表情の観察・睡眠状況の観察・確認を行っていきましょう。

















































